
広報広報

531No.

平成29年10月

2017

10



２

目
次

3

ふ
く
し
ま
国
見
物
産
展
～
く
に
み
の
お
す
そ
わ
け
～

4

第
22
回
義
経
ま
つ
り

6

〝
い
ざ
〟
と
い
う
時
の
備
え
、
で
き
て
い
ま
す
か
？

８

平
成
28
年
度
決
算
・
財
政
状
況

12

祝
国
見
町
敬
老
会

13

町
長
と
対
話
の
日

14

市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

激
励
金
・
奨
励
金
交
付

15

県
北
中
学
校
職
場
体
験
、
平
成
30
年
国
見
町
成
人
式

16

夢
先
生
、
小
さ
な
天
才
た
ち

17

歴
ま
ち
さ
ん
ぽ

18

ま
ち
の
わ
だ
い

20

保
健
だ
よ
り

22

く
ら
し
の
情
報

26

生
涯
学
習
つ
う
し
ん

28

カ
レ
ン
ダ
ー

目　

次

～今月の表紙～

西
に し め

銘駿
しゅん

さん扮
ふん

する義経公。
その勇ましい姿を見よう
と、沿道にはたくさんの
観客が詰めかけ、声援を
送りました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　「国見石」を使用した石蔵は、町内の石工により大正期から昭和期にかけて盛んに建築されており、この石蔵は、旧
大木戸農業協同組合の共同集荷所として昭和 28 年に建築されました。昭和 16 年に旧小坂村産業組合石蔵（国登録有
形文化財）が建築された際には、大規模石造建築を可能とする木骨石造やバットレス（控え壁）などの新たな建築技法
が考案されましたが、この石蔵においても同様の技法が見られ、バットレスの一部が壁体と一体化するなど、新たな技
法も採り入れられています。
　町では、郡山女子大学と連携して石蔵の建築技術を調査し、国見の石蔵をまちづくりにつなげる取り組みを行ってい
ます。

旧大木戸農業協同組合石蔵（大木戸字宮原）

『国見のたからもの』№ 41

　

ふ
く
し
ま
国
見
物
産
展
「
く

に
み
の
お
す
そ
わ
け
」
が
9
月

15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
4
日
間

に
わ
た
り
、
東
京
都
銀
座
の
歌

舞
伎
座
地
下
2
階
「
木
挽
町
広

場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国

見
町
単
独
で
の
物
産
展
は
、
昨

年
に
続
い
て
2
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

物
産
展
で
は
、
国
見
産
の
モ

モ
や
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
を
は
じ

め
と
す
る
旬
の
果
物
や
、
あ
ん

ず
の
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
、
バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
い
っ
た
6
次

化
商
品
な
ど
、
国
見
町
自
慢
の

商
品
を
取
り
そ
ろ
え
、
試
食
・

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
試
食
し

た
来
場
者
か
ら
は
「
国
見
の
果

物
は
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
大

好
評
。
物
産
展
に
は
太
田
久
雄

国
見
町
長
を
は
じ
め
、
果
樹
生

産
者
や
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
ル
ー
が
参
加
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
品
川
女
性
起
業
家
交
流

会
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
国
見

の
魅
力
や
農
産
物
の
安
全
性
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

連
日
多
く
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
た
国
見
物
産
展
。
た
く
さ

ん
の
人
に
国
見
の
恵
み
、
お
い

し
さ
、
心
意
気
を
お
す
そ
わ
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
～ 

く
に
み
の
お
す
そ
わ
け 

～

ふ
く
し
ま
国
見
物
産
展

歌舞伎座
東京・銀座

道の駅
オリジナル

商品

旬の
果物
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笑
顔
が
溢
れ
た「
く
に
み
の
日
」

　

第
22
回
義
経
ま
つ
り
が
9
月

23
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

と
藤
田
商
店
街
、
道
の
駅
国
見

あ
つ
か
し
の
郷
を
メ
イ
ン
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
、
4
万
人
以

上
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
特
設

会
場「
観
月
台
わ
く
ド
キ
広
場
」

で
は
開
祭
式
が
行
わ
れ
、
バ

ル
ー
ン
ス
パ
ー
ク
と
国
見
小
学

校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー

ド
で
華
や
か
に
開
幕
し
た
義
経

ま
つ
り
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
く
に
み
幼
稚
園
児
ら
に
よ

る
「
よ
さ
こ
い
」
や
県
北
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
国
見
町

応
援
大
使
「
ふ
た
り
」
の
ラ
イ

ブ
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
で

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

一
方
、藤
田
商
店
街
で
は「
藤

田
宿
グ
ル
メ
街
道
」
と
題
し
て

40
店
以
上
の
露
店
が
並
び
、
県

内
外
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
で
は
お
笑
い
ラ
イ
ブ
の

ほ
か
、
俳
優
の
西に

し
め銘
駿し
ゅ
んさ
ん
ら

義
経
公
行
列
出
演
者
に
よ
る
挨

拶
が
行
わ
れ
、
道
の
駅
来
場
者

に
義
経
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
。
西
銘

さ
ん
が
主
演
を
務
め
た
「
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト
」
の
撮
影

秘
話
な
ど
も
披
露
し
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

義
経
を
め
ぐ
る
熱
き
戦
い

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
義
経
公

行
列
で
の
静
御
前
役
を
当
日
の

ゲ
ー
ム
で
決
定
す
る
「
義
経
公

争
奪
！
静
か
な
る
戦
い
。」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
に
参
加

者
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
西
銘

駿
さ
ん
扮ふ

ん

す
る
義
経
公
の
ハ
ー

ト
を
射
止
め
よ
う
と
、
愛
知
県

や
神
奈
川
県
な
ど
全
国
各
地
か

ら
11
人
の
女
性
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
絵
心
ク
イ
ズ
」

や
敗
者
復
活
戦
の
「
さ
く
っ
と

も
も
し
ゅ
ー
＆
国
見
バ
ー
ガ
ー

早
食
い
競
争
」、
決
勝
戦
で
の

「
た
た
い
て
か
ぶ
っ
て
じ
ゃ
ん

け
ん
ぽ
ん
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ゲ
ー
ム
で
対
決
。
熱
戦
の
末
、

今
年
の
静
御
前
役
は
川
崎
由
紀

子
さ
ん
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

に
決
定
。
白
熱
し
た
戦
い
を
繰

り
広
げ
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
声
援

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

威
風
堂
々
の
義
経
公
行
列

　

義
経
ま
つ
り
最
大
の
見
ど
こ

ろ
「
義
経
公
行
列
」
で
は
、
義

経
役
に
西
銘
駿
さ
ん
、
弁
慶
役

に
町
商
工
会
青
年
部
長
の
赤
坂

稔
さ
ん
、
佐
藤
継
信
・
忠
信
役

に
県
北
中
学
校
1
学
年
主
任
の

根
本
先
生
と
国
見
小
学
校
の

五
十
嵐
教
頭
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ

扮
し
、
協
力
企
業
や
中
学
生
扮

す
る
兵
士
や
女
武
者
ら
と
と
も

に
、
総
勢
１
０
０
人
に
よ
る
勇

壮
な
行
列
を
披
露
。
鹿
島
神
社

を
ス
タ
ー
ト
し
た
一
行
は
、
観

月
台
を
目
指
し
て
旧
奥
州
街
道

藤
田
宿
を
練
り
歩
き
、
沿
道
に

集
ま
っ
た
多
く
の
観
客
か
ら
の

声
援
に
、
義
経
と
静
御
前
の
2

人
は
笑
顔
で
手
を
振
っ
て
応
え

て
い
ま
し
た
。

　

閉
祭
式
で
は
、
齋
藤
優
衣
さ

ん
（
県
北
中
2
年
）
が
「
笑
顔

に
な
れ
る
国
見
町
が
大
好
き
。

中
学
生
一
人
の
力
は
小
さ
く
て

も
、
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
で
素
晴
し
い
国
見

町
を
作
り
た
い
」
と
、
力
強
く

ま
ち
づ
く
り
宣
言
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
想
い
を
共
有
す
る
べ

く
、
参
加
者
全
員
で
声
高
ら
か

に
勝
ど
き
を
あ
げ
、
祭
り
は
閉

幕
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
の
義
経
ま
つ
り
も
町
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
各

会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。
町
が
取
り
組
み
を
進
め
る

〝
交
流
・
連
携
の
輪
〟
の
着
実

な
広
が
り
を
実
感
で
き
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

〝
復
興
・
絆
〟
く
に
み
の
日
―
―

義経公争奪！静かなる戦い。
優勝　川崎 由紀子 さん（愛知県）

　西銘さんのファンだったの
で応募しました。まさか自分
が静御前役になれると思わな
かったのでびっくり。前日か
ら準備して、名古屋から駆け
つけた甲斐がありました。
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― 
平
成
29
年
度
国
見
町
各
地
区
防
災
訓
練 

―

〝
い
ざ
〟と
い
う
時
の
備
え
、

1初期消火訓練　2起震車体験訓練　3伊達地方消防組合による救命講習　45婦人会や
自衛隊などによる炊き出し訓練　6町内会ごとに避難　7各地区の訓練状況を確認する太
田町長　8被害状況を報告する消防団員　9要支援者支援訓練　�防災ずきんで頭を守ろう

私
た
ち
の
生
活
は
、
常
に
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
。

そ
の
災
害
の
脅
威
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る
の
は
、

日
頃
か
ら
の
備
え
で
す
。

町
で
は
9
月
の
防
災
月
間
に
合
わ
せ
、
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
機
に
も
う
一
度
、
災
害
へ

の
備
え
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

で
き
て
い
ま
す
か
？

国
見
町
で
は
9
月
10
日
、

災
害
な
ど
の
非
常
時
に

備
え
る
た
め
、
町
内
各
地
で
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
地
震
や
土
砂
災
害
を

想
定
し
て
行
わ
れ
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
る
避
難
勧
告
が
出
さ

れ
る
と
、
町
民
の
み
な
さ
ん
は

町
内
会
ご
と
に
一
時
避
難
場
所

へ
避
難
。
そ
の
後
、
各
地
区
の

中
央
集
会
所
等
へ
場
所
を
移

し
、
初
期
消
火
訓
練
や
応
急
救

護
訓
練
、
起
震
車
体
験
、
炊
き

出
し
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、「
い

ざ
」
と
い
う
と
き
の
行
動
や
初

期
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

起
震
車
で
震
度
7
の
揺
れ
を

体
験
し
た
安
田
駒
さ
ん
（
滝
山

町
内
会
）
は
「
震
度
7
が
来
る

と
分
か
っ
て
い
て
も
怖
い
。
身

体
が
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
」と
、

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震
災。国見町では震度 6 強を観測し、町内各
地に甚大な被害をもたらしました。

東日本大震災で被災した町道（徳江字舘ヶ崎地内）

1

23

4

56

78

910

弾道ミサイル落下時の
行動について

弾道ミサイルは、発射からわずか 10 分もしないう
ちに到達する可能性があります。ミサイルが日本に
落下する可能性がある場合は、国からの緊急情報を
瞬時に伝える「J アラート」によって防災行政無線
で特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、
緊急速報メール等により緊急情報をお知らせします。

正確かつ迅速な情報収集
速やかな避難行動

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してくだ
さい。

落ち着いて、
直ちに行動してください。

メッセージが流れたら

屋外に
いる場合

建物が
ない場合

屋内に
いる場合

できるだけ窓から離れるか
窓のない部屋に移動し
頭部を守る

車を安全な場所に止め
近くの建物に避難する

（または車内で姿勢を低くする）

速やかに近くの
できるだけ頑丈な建物に
避難する

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチ
等で覆い、現場から直ちに離れ、密閉
性の高い屋内または風上へ避難する。
●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓
を閉め、目張りをして室内を密閉する。

1
2

車内に
いる場合

物陰に身を隠すか
地面に伏せて
頭部を守る

あなたのお家の
防災行政無線は
大丈夫ですか？

　防災行政無線（個別受信機）を設置しているものの、
「聞こえづらい」「壊れてしまった」など不具合が発

生した場合や、新たに設置を希望する方は、住民生
活課まで連絡ください。
　防災行政無線は、災害などの非常時に必要な情報
を知るための貴重な手段のひとつです。日頃から確
認しておきましょう。

【問い合わせ：住民生活課住民防災係　☎ 585-2116】

想
像
を
超
え
る
揺
れ
に
驚
き
な

が
ら
も
「
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

ま
た
、
炊
き
出
し
訓
練
を
行
っ

た
婦
人
会
会
長
の
安
田
節
子
さ

ん
は
「
い
ざ
と
い
う
時
に
集
ま

れ
る
の
は
普
段
の
お
付
き
合
い

が
あ
る
か
ら
。
特
に
東
日
本
大

震
災
後
、
そ
の
意
識
が
強
く
な

り
ま
し
た
」
と
、〝
絆
〟
の
大

切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
訓
練
を
通
じ
て

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
認
識

し
、
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を

実
感
。
町
全
体
が
防
災
意
識
を

高
め
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

CH
EC
K!
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《
一
般
会
計
決
算
》

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
94
億
４
９
９
３
万

円
（
前
年
度
比
25
・
0
％
減
）、

歳
出
88
億
９
４
４
８
万
円
（
前

年
度
比
25
・
２
％
減
）、
歳

入
歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）

５
億
５
５
４
５
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
決
算
規
模
は
、

住
宅
除
染
等
が
完
了
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
、
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
歳
出
決
算
額
を
「
通

常
事
業
」
と
「
復
旧
復
興
事
業
」

の
２
種
類
に
大
別
す
る
と
、
通

常
事
業
48
億
５
２
９
０
万
円

（
54
・
６
％
）、
復
旧
復
興
事
業

40
億
４
１
５
８
万
円
（
45
・
４

％
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

29
年
度
へ
の
繰
越
事
業
（
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
整
備
事

業
等
）
の
う
ち
、
自
主
財
源

額
は
１
億
６
６
６
５
万
円

で
、
こ
れ
を
歳
入
歳
出
差
引
額

か
ら
差
し
引
い
た
実
質
収
支

決
算
額
は
３
億
８
８
８
０
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
前
年
度
実
質
収
支

額
５
億
５
２
３
１
万
円
を
差

し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は

１
億
６
３
５
１
万
円
の
赤
字
と

な
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
か
ら
黒

字
要
素
（
財
政
調
整
基
金
積
立

及
び
町
債
繰
上
償
還
）
と
赤
字

要
素
（
財
政
調
整
基
金
取
崩
）

を
加
減
し
た
実
質
単
年
度
収
支

額
は
１
億
１
５
７
３
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
の
上
位
を
占
め
る
事

業
と
し
て
は
、
除
染
対
策
事
業

24
億
３
千
万
円
、
道
の
駅
整
備

事
業
11
億
１
千
万
円
、
障
が
い

者
福
祉
事
業
１
億
８
千
万
円
に

な
り
ま
す
。

国見町の平成 28 年度決算が 9 月定例議会で認定されました。
町の財政は皆さんの大切な税金をもとに運営されています。
昨年度は、どれくらいの収入があり、どのような目的に使わ
れたのか、決算の概要と財政状況をお知らせします。

平成 28 年度　
決算・財政状況

●
国
・
県
支
出
金
／
事
業
の
財
源

と
し
て
使
い
道
が
特
定
さ
れ
た
国
・

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

●
町
債
／
事
業
を
行
う
た
め
国
及

び
金
融
機
関
か
ら
借
り
る
お
金

【
用
語
解
説
（
歳
出
関
係
）】

●
義
務
的
経
費
／
支
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

●
投
資
的
経
費
／
道
路
や
学
校
な

ど
将
来
に
残
る
も
の
に
対
す
る
経

費●
扶
助
費
／
社
会
保
障
制
度
の
一

環
と
し
て
児
童
・
高
齢
者
・
障
が

い
者
・
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支

援
に
要
す
る
経
費

●
公
債
費
／
過
去
に
借
り
た
お
金

を
返
済
す
る
た
め
の
経
費

●
普
通
建
設
事
業
費
／
道
路
・
公

共
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の

経
費

●
物
件
費
／
光
熱
水
費
・
各
種
委

託
料
・
除
染
業
務
な
ど
の
経
費

●
繰
出
金
／
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
へ
支
出
す
る
経
費

●
補
助
費
等
／
事
務
組
合
や
任
意

組
織
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
経

費●
積
立
金
／
財
政
調
整
基
金
・
各

種
特
定
目
的
基
金
へ
積
立
す
る
た

め
の
経
費

項目 歳出決算額 構成比 増減率

義務的

経費

人件費 10 億 8,300 万円 12.2％ △ 3.3％
扶助費 3 億 9,790 万円 4.5％ 12.6％
公債費 6 億 6,094 万円 7.4％ 3.7％
小計 21 億 4,184 万円 24.1％ 1.5％

投資的

経費

普通建設事業費 17 億 3,684 万円 19.5％ 7.9％
災害復旧事業費 13 億 5,522 万円 15.2％ 53.7％
小計 30 億 9,206 万円 34.7％ 24.1％

その他

の経費

物件費 20 億 5,309 万円 23.1％ △ 63.4％
補助費等 8 億 9,518 万円 10.0％ 0.3％
繰出金 4 億 8,486 万円 5.4％ △ 6.7％
積立金 3,407 万円 0.4％ △ 69.3％
そ
の
他

維持補修費 5,044 万円 0.6％ 36.8％
投資及び出資金 1 億 2,898 万円 1.5％ 34.4％
貸付金 1,396 万円 0.2％ 2.3％

小計 36 億 6,058 万円 41.2％ △ 49.7％
合計 88 億 9,448 万円 100.0％ △ 25.2％

項目 歳出決算額 構成比 増減率
総務費 8 億 8,137 万円 9.9％ 0.4％
民生費 22 億 2,767 万円 25.1％ △ 63.1％
衛生費 7 億 6,458 万円 8.6％ 6.1％
農林水産業費 6 億 1,568 万円 6.9％ 15.5％
商工費 1 億 2,327 万円 1.4％ 5.7％
土木費 12 億 6,570 万円 14.2％ 21.5％
消防費 2 億 1,599 万円 2.4％ △ 3.5％
教育費 6 億 8,643 万円 7.7％ △ 2.5％
公債費 6 億 6,094 万円 7.4％ 3.7％
災害復旧費 13 億 5,522 万円 15.3％ 53.7％
そ
の
他

議会費 7,717 万円 0.9％ △ 7.8％
労働費 2,046 万円 0.2％ △ 34.8％
諸支出金 0 万円 0.0％ 0.0％

合計 88 億 9,448 万円 100.0％ △ 25.2％

項目 歳入決算額 構成比 増減率

自

主

財

源

町税 9 億 4,371 万円 10.0％ 2.2％

そ

の

他

分担金及び負担金 3,387 万円 0.4％ 229.6％
使用料及び手数料 1 億 417 万円 1.1％ △ 1.1％
財産収入 393 万円 0.0％ △ 20.0％
寄附金 4,761 万円 0.5％ 515.4％
繰入金 8,089 万円 0.9％ △ 63.0％
繰越金 7 億 1,461 万円 7.5％ 19.1％
諸収入 1 億 2,071 万円 1.3％ △ 2.5％

小計 20 億 4,950 万円 21.7％ 2.8％

依

存

財

源

地方交付税 24 億 2,539 万円 25.7％ 2.0％
国庫支出金 9 億 2,954 万円 9.8％ 27.8％
県支出金 28 億 4,157 万円 30.1％ △ 54.6％
町債 9 億 7,691 万円 10.4％ △ 2.1％

そ

の

他

地方譲与税 5,715 万円 0.6％ △ 1.0％
利子割交付金 94 万円 0.0％ △ 35.7％
配当割交付金 259 万円 0.0％ △ 28.6％
株式等譲渡所得割交付金 138 万円 0.0％ △ 53.3％
地方消費税交付金 1 億 5,021 万円 1.6％ △ 11.2％
自動車取得税交付金 967 万円 0.1％ △ 8.1％
交通安全対策特別交付金 124 万円 0.0％ 4.0％
地方特例交付金 384 万円 0.0％  15.8％

小計 74 億 43 万円 78.3％ △ 30.2％
合計 94 億 4,993 万円 100.0％ △ 25.0％

≪歳入 94億 4,993 万円≫

≪歳出 88億 9,448 万円≫

交流連携・防災の拠点となる「道の駅国見あつかしの郷」

道の駅内こども木育広場「つながる～む」

【歳出決算額の推移】
（単位：億円）

【性質別】

【目的別】

【
用
語
解
説
（
歳
入
関
係
）】

●
自
主
財
源
／
町
税
や
施
設
使
用

料
な
ど
、
町
が
自
ら
の
収
入
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
お
金

●
町
税
／
町
民
税
（
個
人
、
法
人
）、

固
定
資
産
税
（
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
）、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば

こ
税
と
し
て
納
税
い
た
だ
い
た
お

金●
依
存
財
源
／
地
方
交
付
税
、
国
・

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
他
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

●
地
方
交
付
税
／
町
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
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≪平成 28年度主な事業≫

≪財　産≫
　町の財産は、土地、建物、山林、出資金、基金、
物品等があります。平成 28 年度末の残高は次
のとおりです。
　◎土地　　：1,191,488㎡
　◎建物　　：　 64,511㎡
　◎山林　　：3,015,904㎡
　◎動産　　：渇水対策施設用送水管 7,100 ｍ
　　　　　　　及びポンプ 5 基
　◎有価証券：5,646 万円（5 件）
　◎出資金等：10 億 540 万円（21 件）
　◎物品　　：自動車 26 台、消防ポンプ車等
　　　　　　　14 台、ピアノ・彫塑等 29 台（基）
　◎債権　　：1 億 2,2589 万円（奨学金貸付金
　　　　　　　等 5 債権）
　◎基金　　：19 億 4,653 万円（16 基金）

項　目 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

健全化

判断比率

実質赤字比率 － － －
連結実質赤字比率 － － －
実質公債費比率 8.1％ 7.0％ 6.6％
将来負担比率 75.1％ 62.3％ 70.7％

資金不足

比率

公共下水道事業特別会計 － － －
土地開発事業特別会計 － － －
水道事業会計 － － －

経常収支比率 82.6％ 82.3％ 82.9％
一般会計の地方債現在高 58.8 億円 63.1 億円 66.9 億円
一般会計の積立金現在高 14.7 億円 13.7 億円 13.3 億円

財政調整基金 8.5 億円 8.5 億円 8.5 億円
その他の基金 6.2 億円 5.2 億円 4.8 億円

　※赤字又は資金不足がない場合は、「－」で表しています。

≪財政状況≫
　財政状況が良好かどうかを示す指標に「健全化判断比率」と「資金不足比率」があります。国見町はいずれ
の指標も基準の範囲内となっていますが、引き続き無駄のない財政運営に努め、一層の財政健全化に取り組ん
でいきます。

≪特別会計決算≫

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
大木戸財産区特別会計 16 万円 14 万円 2 万円
入山財産区特別会計 19 万円 17 万円 2 万円
公共下水道事業特別会計 2 億 3,320 万円 2 億 3,168 万円 152 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 1,338 万円 1 億 1,277 万円 61 万円
国民健康保険特別会計 13 億 9,412 万円 13 億 1,032 万円 8,380 万円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 10 億 7,072 万円 10 億 4,436 万円 2,636 万円
土地開発事業特別会計 1,356 万円 1,251 万円 105 万円
渇水対策施設特別会計 967 万円 846 万円 121 万円

　国見町には 8 つの特別会計があり、各会計とも黒字決算となっています。

≪企業会計決算≫
　町が行った水の供給サービスは、経営に必要な経費を自らの収入で賄う「独立採算性」で、収益的収支と資
本的収支の 2 つに分かれています。

会計名 収入決算額 支出決算額
収益的収支 2 億 6,503 万円 2 億 2,149 万円
資本的収支 1 億 5,552 万円 1 億 9,772 万円
当期純利益　3,370 万円（税抜）

【
用
語
解
説
（
財
政
状
況
）】

●
実
質
赤
字
比
率
／
一
般
会

計
と
渇
水
対
策
施
設
特
別
会

計
に
係
る
赤
字
比
率

●
連
結
実
質
赤
字
比
率
／
町

の
全
て
の
会
計
（
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
、
企
業
会
計
）

を
含
め
た
赤
字
比
率

●
実
質
公
債
費
比
率
／
町
の

全
て
の
会
計
に
一
部
事
務
組

合
な
ど
の
会
計
も
含
め
た
も

の
で
、
公
債
費
の
財
政
負
担

を
見
る
た
め
の
比
率

●
将
来
負
担
比
率
／
町
の
全

て
の
会
計
、
一
部
事
務
組
合
、

第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
会
計

を
含
め
た
も
の
で
、
町
が
将

来
に
財
政
負
担
す
る
実
質
的

な
負
債
を
見
る
た
め
の
比
率

●
資
金
不
足
比
率
／
特
別
会

計
な
ど
の
事
業
の
規
模
に
対

す
る
資
金
不
足
額
の
比
率

●
経
常
収
支
比
率
／
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た

め
の
指
標
で
、
比
率
が
低
い

方
が
健
全
財
政
（
前
年
度
の

福
島
県
内
市
町
村
の
平
均
は

84
・
6
％
）

地域資源を生かしたまち
①ふくしま森林再生事業 5,923万円
②国見町立地適正化計画策定委託事業 648万円
③町営住宅大規模改修事業 8,953万円
④デマンド型乗合タクシー支援事業 952万円
⑤交通安全対策事業 281万円
⑥町道維持管理事業 6,233万円
⑦町道整備事業 4,696万円
⑧中山間地域等直接支払交付金事業 1,447万円
⑨多面的機能支払交付金事業 1,378万円
⑩県営貝田ほ場整備事業 3,084万円
⑪道の駅国見あつかしの郷整備事業 11億 1,025万円
⑫新規就農者支援事業 290万円
⑬桃穿孔細菌病対策支援事業 400万円

⑭ふくしま桃の郷づくり支援事業（防
風ネット設置） 623万円

⑮有害鳥獣対策事業 514万円
⑯国見町応援団ツアー事業 382万円
⑰ももたんＦＭ運営委託事業 1,797万円

⑱国見町農産物加工施設（ももこ）
整備事業 5,567万円

⑲6 次産業化ネットワーク活動事業 94万円
⑳観光・防災 Wi-Fi ステーション整備事業 2,300万円
㉑消費者行政活性化事業（くにみしゅらん） 244万円
㉒歴史まちづくり推進事業 844万円
㉓阿津賀志山防塁史跡整備事業 1,104万円
㉔国見町文化財センター整備事業 2,417万円
㉕義経の腰掛松覆屋整備事業 351万円

人が輝くまち
①町内若者交流支援事業 405万円
②子ども医療費事業 4,301万円
③くにみももたん広場運営事業 1,129万円
④キッズフェスティバル事業 73万円
⑤預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 1,540万円
⑥子どもクラブ運営事業（国見小学校） 2,331万円
⑦健康づくり（食育計画策定）推進事業 220万円
⑧予防接種事業 2,046万円
⑨健（検）診事業 1,625万円
⑩生きがい対応型デイサービス事業 538万円
⑪高齢者いきいきサロン交流事業 349万円
⑫高齢者配食サービス事業 346万円
⑬臨時福祉給付金事業（３給付金分） 5,492万円
⑭障がい者福祉事業 1億 8,016万円
⑮コミュニティ・スクール事業 30万円
⑯幼小中一貫教育事業 31万円
⑰学力向上対策事業 287万円
⑱国見小学校スクールバス運行事業 3,001万円
⑲国見小学校校庭暗渠整備事業 4,181万円
⑳県北中学校校舎大規模改修事業 8,568万円
㉑県北中学校部活動支援事業 462万円

㉒社会的課題に対応するための学校
給食の活用事業 279万円

㉓学びを通じた被災地の地域コミュ
ニティ再生支援事業 1,107万円

㉔国見ジュニア応援団事業 179万円
㉕芸術文化振興事業 1,430万円

交流と連携のまち
①防火水槽整備事業 802万円
②消防ポンプ自動車整備事業 1,669万円
③災害対策事業 485万円
④防災訓練事業 57万円
⑤防犯対策事業 663万円
⑥除染対策事業（除染及び仮置場管理等）24億 2,522万円
⑦放射線対策健康管理事業 331万円
⑧ふくしまの恵みＰＲ支援事業（風評払拭） 353万円

⑨福島県営農再開支援事業（放射性
物質吸収抑制対策、改植等） 6,307万円

⑩ため池放射性物質対策事業 2,055万円

⑪消費者行政活性化事業（国見物産
展、国見マルシェ） 623万円

⑫コミュニティ活動推進事業 37万円
⑬義経まつり事業 1,301万円
⑭国見ルネサンス（ふるさと祭）事業 113万円
⑮くにみ産業祭事業 138万円
⑯復興・きずなイルミネーション事業 390万円
⑰応援大使事業 71万円
⑱東京くにみ会交流事業 303万円
⑲地方創生事業（加速化及び推進交付金） 8,956万円
⑳くにみ春のフードフェスタ事業 220万円
㉑町民相談室兼消費生活相談センター事業 388万円
㉒町公式ウェブサイトリニューアル事業 216万円
㉓地方公共団体情報セキュリティ強化対策事業 2,532万円

㉔ふるさと国見町応援寄附金（ふる
さと納税）事業 4,832万円

㉕ファイナンシャルプランナー事業 23万円
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氏　

名　
　
　

年
齢

【
男　

性
】

佐
藤　

充
作

100

岡
本　

眞
策

99

岡
田　

忠
次

99

高
野　

喜
吉

97

髙
橋　

勝
男

96

阿
部　

榮
作

96

佐
藤
德
一
郎

95

佐
藤
順
之
助

95

齋
藤　

實

95

鈴
木　

三
好

94

熊
坂　

一

94

中
村　

一
郎

94

渡
邊　

七
郎

94

鈴
木　

幸
雄

94

菊
地　

善
吾

94

引
地　

孝

93

平
舘　

吉
巳

93

斎
藤　

清

93

瀬
戸　

定
良

93

加
藤　

新

93

千
葉　

金
八

93

佐
藤　

德
市

93

吉
田　

福
治

93

黒
田　

武
次

93

伊
藤　

正

93

安
彦　

勇
吉

93

吉
田　

常
作

92

鈴
木　

直
衞

92

佐
藤　

信
雄

92

松
浦　

久
一

92

佐
藤　

伸
夫

92

佐
野
今
朝
吉

92

髙
橋　

正
明

92

遠
藤　

忠
七

92

齋
藤　

ヤ
ス

96

吉
田　

サ
ダ

96

佐
藤
ト
ヨ
子

95

髙
原
キ
ク
ヨ

95

菊
池
マ
サ
ヨ

95

鈴
木　

ノ
ブ

95

岡
田　

ヂ
ン

95

佐
藤　

ム
メ

95

蓬
田　

三
四

95

滝
川
ふ
み
子

95

浅
野　

タ
ツ

95

佐
久
間
シ
ガ

95

松
浦
ツ
ル
ノ

95

髙
橋
ハ
ツ
エ

95

松
浦
ヒ
ロ
セ

95

後
藤　

ト
ミ

94

三
木　

ヨ
シ

94

安
藤
ミ
ツ
イ

94

薄　
　

ト
メ

94

佐
久
間
文
子

94

武
田
ト
ト
ノ

94

髙
橋
マ
ツ
ヱ

94

菊
池
マ
ツ
ヨ

94

大
野
テ
ツ
イ

94

村
上　

ハ
ル

94

富
野
マ
ス
ミ

94

髙
橋
ツ
ヨ
ノ

93

瀬
戸
く
に
の

93

松
浦　

セ
ツ

93

佐
藤　

ハ
ツ

93

紺
野
ト
ミ
子

93

吉
田　

ト
ミ

93

渡
邉
ア
イ
子

93

神
林
ハ
ル
コ

93

佐
藤　

シ
ゲ

93

佐
藤　

ヨ
シ

93

大
波　

キ
ミ

93

佐
久
間
ヨ
ネ

93

宍
戸　

光
子

93

八
巻　

サ
ダ

93

樋
口　

ナ
ヲ

93

高
鶴　

キ
イ

93

齊
藤
ミ
ツ
ヨ

93

渋
谷　

キ
ン

93

渡
邉
喜
美
子

93

谷
口
千
代
子

93

東
海
林
正
子

93

蓬
田
ナ
ミ
子

93

若
林
二
三
子

92

大
石
世
久
子

92

佐
藤　

ノ
ブ

92

石
黒
ア
イ
子

92

松
浦　
　

信

92

松
浦　

ツ
ナ

92

佐
藤　

チ
ヨ

92

遠
藤
ト
ミ
子

92

安
孫
子
テ
ル

92

德
江　

の
ぶ

92

後
藤　

フ
キ

92

佐
久
間
マ
サ
コ

92

村
上　

艶
子

92

渋
谷
十
四
子

92

髙
橋
ハ
ナ
ヨ

92

松
浦　

ツ
ル

92

渋
谷
キ
ヱ
コ

92

吉
川
ミ
ツ
子

92

後
藤
ア
サ
ヲ

92

霜
山　

イ
チ

92

倉
田　

ト
キ

92

八
巻　

キ
ヨ

92

松
浦
ト
キ
子

92

佐
久
間　

淺

92

桵
澤　

ア
イ

92

一
條　

ア
イ

91

髙
橋　

ツ
キ

91

羽
根　

き
い

91

※
9
月
15
日
現
在

※
国
見
の
里
入
所
者

　

を
除
い
て
い
ま
す
。

国
見
町
長
寿
番
付
（
敬
称
略
）

敬老
　平成 29 年度国見町敬老会が 9 月 16 日、町内３会場
で開催されました。
　敬老会には 75 歳以上の方が招待され、今年度町内で
対象者は 1,834 人でした。各会場では太田久雄国見町
長らが「戦後の激動期を乗り越え、今の国見町がある
のはみなさんのご尽力の賜物。心から敬意と感謝を申
し上げます」とあいさつした後、各種表彰や記念品の
贈呈が行われました。式典終了後はアトラクションが
行われ、出席者は、各会場のステージで繰り広げられ
た歌や踊りなどを楽しみました。

●
鳥
獣
被
害
が
深
刻
な
状
況
。

１
年
か
け
て
作
付
け
し
た
農
作

物
が
台
無
し
に
な
り
、
生
産
意

欲
も
減
退
す
る
の
で
、
更
な
る

対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

→
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は

町
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
広

域
的
な
対
応
も
必
要
と
な
る
の

で
、
国
・
県
に
対
し
て
も
対
策

や
支
援
を
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

●
人
口
減
少
、
後
継
者
不
足
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
若

者
が
定
着
す
る
取
り
組
み
が
必

要
で
な
い
か
。

→
町
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
ヤ

ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
事
業
を
展
開

し
、
今
年
度
も
「
若
者
が
考
え

た
ク
ニ
ズ
・
バ
ー
」
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中

学
を
卒
業
す
る
と
町
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
現
状

が
あ
る
た
め
、
今
後
も
若
者
の

興
味
・
関
心
に
訴
え
る
事
業
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

●
少
子
化
問
題
を
打
開
す
る
に

は
、
藤
田
病
院
に
産
婦
人
科
を

常
設
す
る
の
が
一
番
で
な
い

か
。

→
伊
達
市
や
桑
折
町
と
も
相
談

が
必
要
で
す
が
、
産
婦
人
科
が

あ
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
に
は
産
婦
人
科
医
が

少
な
く
難
し
い
状
況
で
あ
り
、

福
島
県
立
医
大
と
の
連
携
も
行

い
な
が
ら
、
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

●
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て

ま
ち
な
か
タ
ク
シ
ー
は
重
要
。

利
用
者
へ
の
助
成
な
ど
が
で
き

な
い
か
。

→
運
行
主
体
の
商
工
会
よ
り
、

利
用
者
の
減
少
等
に
伴
い
今
後

の
運
営
が
困
難
と
の
申
し
出
が

あ
り
、
現
在
、
町
で
は
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

●
道
の
駅
の
品
物
や
レ
ス
ト
ラ

ン
で
使
用
す
る
食
材
に
つ
い

て
、
地
産
地
消
の
意
義
に
お
い

て
も
国
見
産
で
あ
る
べ
き
。
国

見
を
印
象
づ
け
る
だ
け
で
な

く
、地
域
の
活
性
化
に
も
な
る
。

国
見
の
食
を
最
大
限
に
活
用

し
、
伝
え
る
時
機
な
の
で
は
。

→
国
見
産
を
最
大
限
に
使
い
、

地
産
地
消
で
や
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
そ
の
と
お
り
で
す
。

一
方
で
、
国
見
産
の
も
の
だ
け

で
は
道
の
駅
の
運
営
は
で
き
な

い
た
め
、
地
産
地
消
を
前
提
に

し
な
が
ら
、
周
り
か
ら
も
助
け

て
も
ら
う
と
い
う
二
面
性
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
で

道
の
駅
が
前
に
進
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
国
道
4
号
日
渡
交
差
点
（
道

の
駅
南
側
）
福
島
方
面
か
ら
の

右
折
レ
ー
ン
に
つ
い
て
滞
留
車

が
多
く
、
信
号
が
赤
に
な
っ
て

か
ら
突
っ
込
む
ケ
ー
ス
が
あ
り

危
険
で
あ
る
。

→
右
折
専
用
信
号
（
矢
印
式
信

号
）の
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
が
、

公
安
委
員
会
で
は
交
通
量
等
の

実
績
に
よ
り
信
号
機
設
置
を
判

断
し
ま
す
。
現
在
、
公
安
委
員

会
に
信
号
機
設
置
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

●
夏
休
み
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

子
ど
も
の
自
殺
者
が
増
え
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
国
見
町
は
大

丈
夫
か
。

→
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
な

ど
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
三
者
が

連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
文
連
各
サ
ー
ク
ル
の
高
齢
化

が
進
み
、
サ
ー
ク
ル
の
維
持
が

難
し
い
団
体
も
出
て
い
る
。
活

性
化
を
進
め
る
こ
と
よ
り
、
新

た
な
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
が

得
策
と
考
え
る
。

→
公
民
館
事
業
な
ど
、
各
種
講

座
を
通
し
て
新
た
な
グ
ル
ー
プ

作
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

″
ま
ち
〟
で
気
に
な
る
こ
と
を
町
長
と
懇
談

　
　「
町
長
と
対
話
の
日
」
開
催

　くにみの日プレ事業「町長と対話の日」が 8 月 26 日、
観月台文化センターで開かれ、町長による町政運営に
ついての説明に続き、町内会長や農業関係者など各種
団体の代表が町長と直接懇談をしました。
　懇談で出された意見など主な内容をお知らせします。

【参加団体】
町内会長連絡協議会、農業委員会、消防団、民生児童委員協
議会、健康推進委員協議会、生活環境推進協議会、体育協会、
文化団体連絡協議会、商工会、婦人会連絡協議会

蓬
田　

サ
キ

91

山
田　

サ
ダ

91

安
彦　

フ
サ

91

早
田　

捷

91

髙
橋　

シ
モ

91

小
賀
坂
ス
ミ

91

寺
島
ヒ
ロ
ノ

91

髙
橋　

ト
キ

91

関
口　

ト
シ

91

本
田
キ
ミ
イ

91

中
野
キ
ク
ヱ

91

小
紫
ち
よ
の

91

石
塚
キ
ミ
ヨ

91

中
村
ハ
ツ
ヱ

91

石
川　

テ
ル

91

三
木　

サ
ヨ

91

八
巻
喜
久
代

91

鈴
木　

ヤ
イ

91

髙
橋
サ
タ
ヱ

91

佐
藤　

コ
ン

91

八
巻　

チ
ヨ

91

吉
田　

ム
メ

91

武
田
キ
ミ
エ

91

大
内　

ハ
ル

91

佐
久
間
と
く
子

91

齋
藤
ヨ
シ
子

91

大
和　

シ
ゲ

91

佐
野　

ハ
ル

91

齋
藤
け
さ
を

91

佐
藤　

ツ
ル

91

大
内　

敏
江

91

髙
野　

テ
ル

91

齋
藤
ち
や
子

91

遠
藤
キ
ヨ
子

91

鈴
木　

ク
ニ

91

阿
部
フ
ミ
コ

91

祝

八
巻　

衞

92

横
山　

市
郎

92

遠
藤　

勝
男

91

松
浦　

成
雄

91

阿
部　

三
義

91

赤
坂　

正
勝

91

長
谷
川
泰
造

91

齋
藤　

金
二

91

佐
藤　

俊
雄

91

松
田　

武
男

91

佐
藤　

俊
髙

91

松
浦　

安
藏

91

桵
澤　

正

91

佐
藤　

源
二

91

南　

今
朝
雄

91

奥
村
源
四
郎

91

安
藤　

政
治

91

髙
橋　

藤
吉

91

【
女　

性
】

八
島　

ヒ
デ

100

鈴
木　

あ
き

100

瀬
戸　

カ
ツ

99

石
川　

カ
ツ

98

佐
野　

シ
ン

97

德
江　

キ
ヨ

97

八
巻　

チ
ヱ

97

赤
井
畑
フ
テ

97

鈴
木　

カ
ン

97

大
橋　

タ
ケ

97

大
庭
チ
ヨ
ノ

97

天
野　

フ
ミ

97

佐
久
間
イ
ネ

96

山
本　

テ
ル

96

齋
藤　

ハ
ツ

96

千
葉
ト
リ
ヨ

96

吉
田　

シ
ゲ

96
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　町と町体育協会（佐藤辰雄会長）は 8 月
31 日、伊達地方スポーツ大会や全国大会に出
場するみなさんに激励金を交付しました。ま
た、町青少年育成町民会議（太田久雄会長）
は 9 月 6 日と 9 月 13 日に、県大会や東北大会、
全国大会などに出場するみなさんに奨励金を
交付しました。

市
町
村
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

出場選手 （敬称略）
位　置 氏　名 位　置 氏　名
代　表 齋藤　幸男 内野手 佐藤　敦也
監　督 安達　雅樹 内野手 菅野　佑二
主　将 内村　　忠 内野手 松浦　達哉
投　手 伊藤　　愛 内野手 大波　　悟
投　手 千葉　春樹 内野手 渡辺　和之
投　手 黒田　雄大 内野手 木村　好彦
投　手 大津　知則 外野手 村上　佑貴
捕　手 佐藤　勇輝 外野手 菅野　謙一
捕　手 紺野　秀幸 外野手 齋藤　　奨
捕　手 松浦　淳一 外野手 松浦　昭太
内野手 安達　健人 外野手 木村　晃生
内野手 阿部　修晟 外野手 赤坂　和則
内野手 齋藤　　優 外野手 齋藤　幸雄

　

第
4
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
14

日
に
開
幕
し
ま
す
。
今
大
会
に

は
県
内
55
市
町
村
が
出
場
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
国
見
町

チ
ー
ム
は
8
月
27
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
結
団
式
を
行

い
ま
し
た
。
結
団
式
で
は
、
菅

野
佑
二
さ
ん
が
「
チ
ー
ム
が
一

丸
と
な
っ
て
勝
利
を
目
指
し
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
、
健

闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

初
戦
は
10
月
15
日
に
、
相
馬

光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
磐
梯

町
と
対
戦
し
ま
す
。
み
ん
な
で

国
見
町
チ
ー
ム
を
応
援
し
ま

し
ょ
う
！

オ
ー
ル
国
見
で
勝
利
を
誓
う

出場する選手のみなさん

【第 36 回伊達地方スポーツ大会出場】ソフトボール競技・公
立藤田総合病院、軟式野球競技・国見町代表チーム、剣道競
技・佑武館、家庭バレーボール競技・ブラックパンサー、グ
ラウンドゴルフ競技・くにみＡ・Ｂチーム、スポーツ吹矢競技・
スポーツ吹矢くにみ、バスケットボール競技・ラフランス

【第 26 回全日本実年ソフトボール大会出場】安達雅樹
【第 30 回全国健康福祉祭あきた大会剣道競技出場】佐久間広昭
【第 72 回愛媛国民体育大会出場】ボウリング・鈴木英子、ソ

フトボール少年男子・後藤真誓（高 3）、武澤優磨（高 3）、バ
スケットボール少年男子・鈴木耀里（高 3）、卓球少年男子・
小池龍成（高 2）

【第 44 回東北総合体育大会出場】ウェイトリフティング・本多
昴稀（高 3）、ソフトボール・後藤真誓（高 3）、武澤優磨（高 3）、
バスケットボール・鈴木耀里（高 3）

【第 55 回福島県吹奏楽コンクール出場】古山歩希（高 3）、武
田佳央理（高 1）

【第 12 回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会出場】志村尚
哉（小 6）、朝内尚光（監督）

【JOC 杯第 24 回全日本ジュニアソフトテニス選手権大会、第
72 回天皇賜杯・皇后賜杯全日本ソフトテニス選手権大会出場】
佐藤未来（高 3）

【第 27 回東北小学生学年別ソフトテニス大会】国見ソフトテ
ニススポーツ少年団・佐久間柊友（小 6）、菊地璃斗（小 6）、
佐藤遥哉（小 6）、齋藤蓮斗（小 5）、岩城龍音（小 5）

がんばるみなさんを応援
激励金・奨励金を交付

平成 30 年
国見町成人式を開催します

◆期日　平成 30 年 1 月 7 日日
◆日程　【受付】午後 0 時 30 分【式典】午後 1 時 30 分
　　　　【記念パーティー】午後 2 時 40 分から午後 3 時 30 分
◆会場　観月台文化センター　ホール
◆該当者　平成 9 年 4 月 2 日から平成 10 年 4 月 1 日までに生まれた町内在住者　
                     ※町外在住者で出席を希望される方は、教育委員会生涯学習課にお申込みください。
◆内容　式典では、成人証書と記念品の贈呈があります。式典後には、記念写真撮影や記念パーティーを
　　　　行う予定です。詳しくは、12 月上旬に該当者宛てに送付される案内状をご覧ください。
◆問い合わせ　生涯学習課（観月台文化センター）　☎ 585-2676

新成人名簿
赤井畑　誼 斎藤　康平 鈴木　　諒 秋葉　歌楽 小池　優花 髙橋　　都
浅野　勝也 齋藤　拓也 髙橋　　翼 朝内梨々香 後藤　碧惟 武田　桃香
阿部　友哉 齋藤　　光 武田　聖史 阿部　七彩 後藤未乃莉 田中なつみ
阿部　光広 齋藤　　優 武田　賢成 五十嵐温子 齋藤　理奈 寺島のぞみ
阿部　　怜 齋藤　悠斗 武田　颯人 石川　　凜 佐藤　絢香 德江真奈美
有馬　　憧 齋藤　　稜 土屋　章太 井上日名希 佐藤　志帆 HO  THI  HUONG
安藤　知義 坂本　龍星 德江　航陽 遠藤　知奈 佐藤　樹里 穗苅　理沙
伊東　永児 佐々木駿弥 德江　祐樹 遠藤美愛莉 佐藤　成美 本多　来香
遠藤　裕二 佐藤　敬太 仲野　浩輝 遠藤　美波 佐藤　美涼 松浦　真美
大津　晃介 佐藤　託巳 林　　朋哉 遠藤　　桃 佐藤　美星 松浦　玲奈
大沼　尚己 佐藤　文俊 星　明日斗 菅野　瑞生 鈴木　冴香 実沢　桃夏
菅野　拓人 佐藤　裕哉 本間　悠人 草川　亜衣 鈴木　美音 吉田　有里
菊地　翔太 佐野　裕飛 松浦　竜真 熊坂　郁織 高野　未有 渡部　結衣
黒田　雄大 宍戸　大樹 村上　博澄 黒田　加帆 髙橋　茉央
小鹿　隆史 宍戸　竜聖 渡邉　圭佑 女性 41 人
後藤　　渉 渋谷　拓美 渡辺　椋祐

男性 48 人 合計 89 人

将来の夢を
ザイン

デ
県北中学校

職場体験学習
　県北中学校の 2 年生は 9 月 7 日と 8
日の 2 日間、町内を中心に 20 箇所の
事業所などを訪れ、職業体験を行いま
した。
　訪問先は生徒自身が興味・関心のあ
る職場を選択。実際に憧れの仕事を体
験した中学生は、仕事の裏側にある苦
労や大変さを実感した一方で、働くこ
とを通して得られる達成感や喜びを知
ることができました。
　中学生のみなさんにとって、自分の
将来を考えるきっかけとなる、貴重な
2 日間となりました。

土木建築
㈲佐久間工業

農業
渋谷フルーツガーデン

消防士
伊達地方消防組合

パン屋
ベーカリー・サクマ
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町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化を
これから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴
史まちづくり」の取り組みを進めています。町や地域が行
うこの取り組みについて、毎月お伝えしていきます。

【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】 Vol.4

くにみ幼稚園
（年長組）

　国見石は柔らかく材質が均一であり、加工がしや
すいことが特徴です。昭和 30 年代後半頃より、大谷

（栃木県宇都宮市）の最先端の機械技術を取り入れ、

　今号では、9 月 9 日に開催した「国見お宝再発見 Vol.2『石工（ロック）フェス in 石蔵 2017』」の様子より、国見石・
石蔵の魅力、活用についてお伝えします。

大量の切り出し・加工が可
能となりました。石蔵は町
内一円に普及し、その技術
の高さから県内外より発注
を受け建築していたという
ことです。

▲左から伊藤一敏さん（国
見）、三の輪俊幸さん（国
見）、引地兼二さん（高畠）

　旧小坂村産業組合石蔵は木骨石造の平屋建て。そ
の構造や石工が使う道具について、スタンプで石蔵

　国見石は江戸時代末期か
ら昭和 40 年代後半まで採掘
されていました。また、町
内には特殊な構造や規模を

持つ石蔵が多くあります。採
掘当時の様子や建築構造の
特徴について、郡山女子大
学長田城治先生に解説いた
だきながら巡りました。

～石切り場・希少な石蔵を巡る～
～石蔵の構造を学ぶ！石工ワークショップ～

～国見が誇る石
い し く

工の技術！石工座談会～

  “ 石のまち国見 ” を再発見 !!　「石工 ( ロック ) フェス in 石蔵 2017」より

　国見石は火に強いという特徴が
あり、昔から囲炉裏やかまどに使
われてきました。また、今回はミ
ニコンサートを開催し石蔵の音響
について体感していただきまし
た。みなさんのお宅にある国見石・
石蔵も新たな命を吹き込み、活用
してみませんか。

第９回国見町歴史まちづくりシンポジウム
「地域の文化遺産を活かした歴まちづくりに向けて

～あまり知られていないけれども、実はすごい国見の話～」
　
　国見町のもつ地域資源を再発見し、観光・地域
コミュニティ・教育などに活用するための方向性
を考えます。ぜひご来場ください。

◇日時　10月14日土 午後 1 時から午後 5 時まで
◇場所　観月台文化センター　ホール
◇講演者等
　民俗研究家 結城登美雄氏、株式会社グリーンシ
　グマ 梅嶋修氏、文化庁文化財調査官 村上佳代氏、
　弘前大学 平井太郎氏　ほか

　歴まちインフォメーション 

　建築構造や規模が希少

～国見石・石蔵の活用の可能性を探る～

であり、石造建築技術の発展と石蔵の普及に貢献
した建造物として価値が高いことから、平成 28 年
8 月に、国登録有形文化財として認定されました。
　町内に現存する 500 棟を超える石蔵は、町固有
の歴史的な景観を形成しており、町ではこれらを
活用した取り組みを進めています。

▲むらなく短時間で
炊き上がる国見石の
かまど

▲ 400 度の高温で焼く
国見石のピザ窯

▲音響・防音効果が期待できる石
蔵の活用

を建築しながら学ぶワークショップを行いました。

会場：旧小坂村産業組合石蔵
（JA ふくしま未来小坂支店内）
現存する町内最大規模の石蔵！

▲大型で希少な構造の大木
戸字宮原の石蔵

▲かつての刃型が残る森山
字東国見の採石場跡

◀
「
石
蔵
ハ
ン
カ
チ
」

づ
く
り
に
挑
戦
！

完
成
!

　JFA（日本サッカー協会）こころのプロジェクト事業
「夢先生」が 9 月 21 日、国見小学校で行われ、5 年生

が参加しました。ハンドボール日本代表として活躍し
た東俊介さんが「夢先生」として登場し、ゲームや夢トー
クを通して、夢を持つことの大切さを伝えました。

夢先生
元ハンドボール日本代表キャプテン

東  俊介  さん
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感謝状を受け取る佐久間組合長（中央）と渡辺副組合長（右）

優勝した佑武館のみなさん

46 年ぶりの優勝旗
　佑武館が第 60 回東日本剣道大会で優勝
　8 月 20 日にあいづ総合体育館で開催された第 60 回東日本
少年剣道大会小学生の部で優勝した佑武館が 9 月 13 日、観月
台文化センターで太田久雄国見町長らに優勝を報告しました。
　町としては昭和 46 年第 14 回大会で藤田小・大枝小の混成
チームでの優勝から 46 年ぶりの快挙。朝内尚光監督は「厳し
い戦いを勝ち抜いてくれました」と剣士らの健闘を讃えました。

町の復興に尽力
　国見町復興有限責任事業組合に感謝状
　町内の除染業務完了に伴い、町の復興に尽力された国見町復
興有限責任事業組合への感謝状贈呈式が 9 月 15 日、国見町役
場で行われました。贈呈式では、太田久雄国見町長から佐久間
友一組合長と渡辺一郎副組合長に感謝状が手渡されました。
　佐久間組合長は「初めは手探りの面もありましたが、町内業
者一丸となって復興の後押しができました」と振り返りました。

「心の病気」について講話を行う内海院長

心の病気を理解しよう
　心の健康セミナー
　国見町自殺対策事業「心の健康セミナー」が 9 月 10 日、観
月台文化センターで開かれ、町内から 50 人が参加しました。
　セミナーは「心の病気を理解しよう」と題し、内海メンタル
クリニックの内海晴美院長が、“ うつ病 ” の原因や症状、対応
について講話を行い、参加者に「うつ病を身近なこととして正
しく理解することが自殺予防につながります」と訴えました。

D-1 グランプリでも「国見バーガー」が 3 位入賞！

地域活性化に尽力
　国見町商工会青年部が優良表彰を受賞
　地域活性化に尽力した功績が評価され、国見町商工会青年
部が東北六県・北海道商工会青年部連合会連絡協議会から優
良商工会青年部の表彰を受けました。9 月 8 日、赤坂稔部長ら
が国見町役場を訪れ、太田久雄町長に受賞を報告しました。
　報告を受けた太田町長は「いつも町のために一生懸命頑張っ
ている成果。若い力は国見の宝です。」と受賞を祝福しました。

“ 身に着けよう  命のお守り  反射材 ”
　秋の全国交通安全運動
　9 月 21 日から 30 日までの秋の全国交通安全運動に合わせ、
国見町交通対策協議会は 9 月 21 日、藤田駅前で街頭啓発活動
を行いました。
　啓発活動では、交通安全協会や交通安全母の会のみなさん
が駅利用者に交通安全啓発グッズを配りながら、自転車ライ
トの早めの点灯や反射材の着用などを呼びかけました。“ おかえりなさい、気を付けて帰ってね ”

　あつかし歴史館・福島県文化財センター白河館まほろんの
連携事業「くにみ縄文体験」が 9 月 17 日、あつかし歴史館と
岩淵遺跡で開催され、町内の児童生徒 14 人が参加しました。
　参加者は衣装をまとって縄文人になりきり、4500 年前の岩
淵遺跡で当時の豊かな自然と先人の知恵を火おこしや弓矢、縄
文スープで体験しながら、縄文時代の衣・食・住を学びました。

縄文時代にタイムスリップ！
　くにみ縄文体験

火おこしに成功したよ！

心身の健康に役立つとされる「笑いヨガ」を実践

“ 笑いは健康の素 ”
　長寿・健康づくり講演会
　敬老の日を前に、長寿・健康づくり講演会が 9 月 9 日、観
月台文化センターで開かれ、会場には 100 人が集まりました。
　講演会は「笑いは健康の素、本当に効果あるんですよ」と
題して行われ、講師の大平哲也福島県立医科大学教授が統計
データをもとに「笑うこと」の重要性を解説。大平氏のユー
モアあふれる語りに、会場は終始 “ 笑い ” に包まれていました。

篠木局長（右）から表彰状を伝達された太田町長

日本赤十字社社費納入が優良として
　国見町分区が社業功労者特別表彰を受賞
　日本赤十字社の社費優良納入分区として特別表彰を受けた
国見町分区への表彰伝達式が 8 月 30 日、国見町役場で行われ、
日本赤十字社福島県支部の篠木敏明事務局長から国見町分区
長の太田久雄国見町長に表彰状が手渡されました。
　太田町長は「日赤スローガンである “ 人間を救うのは、人間
だ ” という想いを胸に今後も頑張ります」と謝意を述べました。

受賞された国見民話の会のみなさん

“ 国見の民話を後世に伝えたい ”
　国見民話の会がいきいき長寿県民賞受賞
　第 20 回いきいき長寿県民賞を受賞した国見民話の会（内池
和子会長）が 9 月 5 日、国見町役場を訪れ、太田久雄国見町
長に受賞を報告しました。
　太田町長は「みなさんのご尽力により活動を長く続けてこ
られたことの賜

たまもの

物。“ 民話を覚えて話す ” ことは健康にも良い
こと。今後ますますの活躍を期待しています」と祝福しました。

来年へのリベンジを誓う
　第 11 回市町村対抗福島県軟式野球大会
　市町村対抗軟式野球大会の 1 回戦が 9 月 23 日、県営あづま
球場で行われ、初戦を迎えた国見町は平田村と対戦しました。
　試合は国見町チームが幸先よく先制したものの、逆転を許
すとその後も追加点も奪われ苦しい展開に。粘り強く 1 点を
返すも好機であと 1 本が出ず、結果は 3 対 7 で惜敗。選手の
みなさんは、この悔しさを来年にぶつけることを誓いました。最後まで諦めずに戦い抜いた国見町チーム
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年中組
テーマ

「食事のマナーに
ついて」

　町では、食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教室
を開催しています。8 月と 9 月は次の内容で開催しました。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 29 年 8 月生まれ）
・9 か月児（平成 29 年 2 月生まれ）

12 月 21 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

12 月 13 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申し込みください。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊ 3 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 26 年   3 月   1 日から
平成 26 年   6 月 23 日生まれの幼児

12 月 7 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽に相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

  ガラスバッジ回収のお知らせ

食育 シリーズ

秋が旬のお魚といえば…？

お椀はこうやって持つんだよ

健
けんこう

口キッズ

渡
わたなべ

辺綾
あ や ね

音ちゃん 志
し が

賀隆
た か ほ

畝ちゃん 阿
あ べ

部獅
し お ん

音ちゃん

髙
た か の

野颯
そ う た

太ちゃん 鍋
なべしま

島拓
た く み

実ちゃん 今
いまむら

村佳
か の

音ちゃん 髙
たかはし

橋里
り く

玖ちゃん

8 月 31 日に実施した 3 歳 6 か月健診で、むし歯が 1 本もなかった
お子さんたちです。

◆回収は、ガラスバッジのみです。
◆学校等での回収は行いません。保健福祉課まで届くよう、郵送または持参してください。

回収日は 10 月 31 日火 です。
10 月 25 日頃に返信用封筒を送付しますのでご確認ください。

測定結果や結果報告の送付等が遅れる場合がありますので、上記回収日の提出にご協力ください。

岩
いわさき

崎咲
さ く ら

夢ちゃん
年長組

テーマ
「旬の食べものに

ついて知ろう」
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界
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期
に
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
筆
界
特

定
制
度
は
、
そ
の
土
地
が
登
記

さ
れ
た
と
き
の
境
界
（
筆
界
）

に
つ
い
て
、
現
地
に
お
け
る
位

置
を
法
務
局
が
調
査
し
、
明
ら

か
に
す
る
制
度
で
す
。
特
定
さ

れ
た
筆
界
は
法
務
局
に
備
え
付

け
ら
れ
、
筆
界
の
位
置
を
示
す

証
拠
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
防
止
や
解
決
に
役
立
ち
ま

す
。

　

筆
界
特
定
制
度
の
詳
細
は
、

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登

記
部
門

☎
５
３
４
‐
２
０
４
８

調
停
相
談
会
の
開
催

　

福
島
調
停
協
会
は
、
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
会

で
は
、
裁
判
所
で
実
際
に
調
停

に
携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員
が

相
談
に
当
た
り
ま
す
。
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
12
日
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
（
午
後
4
時

平
成
30
年
度
く
に
み
幼

稚
園
・
藤
田
保
育
所
の

入
園
・
入
所
児
を
募
集

し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
の
く

に
み
幼
稚
園
、
藤
田
保
育
所
の

入
園
、
入
所
児
童
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各

施
設
の
事
業
内
容
、
申
込
み
方

法
な
ど
を
確
認
し
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
幼
児
教
育
課
幼
児
教
育
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
９

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正

軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

経
由
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取

引
税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽

油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な

ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い

わ
ゆ
る
「
不
正
軽
油
」
が
正
常

な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、
使
用

さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な

脱
税
行
為
で
あ
り
、
環
境
汚
染

や
不
法
投
棄
の
問
題
の
ほ
か
、

公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、
更

に
は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ

な
い
。」
不
正
軽
油
の
防
止
・

撲
滅
に
は
、
県
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
情
報

提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
庁

税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く

農業委員会からの
お知らせ

　10 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　10 月 17 日火
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室

　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

だ
さ
い
。

問
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
５
２
１
‐
２
６
９
９

「
平
成
30
・
31
年
度
福

島
県
物
品
購
入
等
競
争

入
札
参
加
有
資
格
者
名

簿
」
資
格
審
査
申
請

▼
受
付
期
限　

10
月
31
日
火
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間　

午
前
9
時
か
ら

午
前
11
時
30
分
、
午
後
1
時
か

ら
午
後
4
時
30
分

▼
受
付
場
所　

県
庁
入
札
用
度

課
　

詳
し
く
は
、
県
庁
入
札
用
度

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
福
島
県
出
納
局
入
札
用
度
課

☎
５
２
１
‐
７
５
６
３

法
務
局
の
「
筆
界
特
定

制
度
」
を
ご
存
知
で
す

か
？

　

土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
は
、
裁
判
で
解
決
す
る
し

か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。法
務
局
が
行
っ
て
い
る「
筆

界
特
定
制
度
」
を
活
用
す
れ

ば
、
裁
判
を
し
な
く
て
も
、
境

くらしの情報

30
分
受
付
終
了
）

▼
会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

3
階
企
画
展
示
室
（
福
島
市
）

▼
相
談
内
容　

離
婚
、
相
続
・

遺
産
分
割
、
扶
養
等
家
庭
内
の

問
題
、
借
金
問
題
、
土
地
・
建

物
の
紛
争
、
交
通
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
等
の
問
題
な
ど

▼
そ
の
他　

参
加
費
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総

務
課

☎
５
３
４
‐
２
１
９
４

福
島
県
最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

1
日
か
ら
時
間
額
７
４
８
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
賃
金

の
最
低
額
を
保
障
す
る
制
度
で

す
。
年
齢
や
パ
ー
ト
・
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
の
働
き
方
の
違

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

働
く
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
雇

用
者
も
、
労
働
者
も
、
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
５
３
６
‐
４
６
０
４

お
知
ら
せ

名称 くにみ幼稚園 藤田保育所

目的
 学校教育法に基づき、幼児を保育し、心
 身の発達を助長することを目的とする施
 設。

 児童福祉法に基づき、保護者の就労等で保
 育を必要とする乳幼児を保育することを目
 的とする施設。

所在地 国見町大字森山字太田川 36 国見町大字山崎字舘東 12

対象年齢
3 歳児から 5 歳児

（平成 24 年 4 月 2 日から平成 27 年 4 月 1
  日生まれ）

0 歳児（生後 2 カ月後）から 2 歳児
　　（平成 27 年 4 月 2 日以降生まれ）

※ 3 歳児から 5 歳児は要相談

支給認定区分 1 号認定（教育標準時間） 2 号・3 号認定（保育標準時間・短時間）
対象地区 町内全地区 町内全地区

開園（所）日及び時間

月曜日から金曜日
午前 8 時 10 分から午後 1 時 30 分

( 祝祭日、年末年始を除く。夏・冬・春休み有 )
※預かり保育を実施しています。

（別途申込み要）

月曜日から土曜日
午前 7 時 30 分から午後 6 時 30 分

（祝祭日、年末年始を除く）
※延長保育を実施しています。

（別途申込み要）

保育料

所得状況等に応じて月額 0 ～ 5,700 円
（保育料の他に教材費、給食費等

月額 5,000 円～ 6,000 円程度）
※預かり保育利用料別途

所得状況等に応じて月額 0 ～ 35,000 円
（給食費を含む）
※延長保育料別途

申込み期間
11 月 1 日水から 11 月 10 日金　（土日・祝祭日を除く）

　詳細については、各施設の平成 29 年度募集要項をご覧ください。
　募集要項は、次の問い合わせ先にあります。

申込み・問い合わせ
国見町教育委員会幼児教育課
                              ☎ 585-2119
くにみ幼稚園　☎ 585-2882

国見町教育委員会幼児教育課
　　　　　　☎ 585-2119
藤田保育所　☎ 585-2374

平成 30 年度　各施設の入園・入所案内

日　　時 場　　所

10 月 26 日木 10:30 ～ 12:00
13:30 ～ 15:00

伊達市ふるさと会館（ＭＤＤホール）
[ 定　員 ] 504 名
[ 所在地 ] 伊達市前川原 63

10 月 31 日火 10:30 ～ 12:00
13:30 ～ 15:00

福島県青少年会館（大研修室）
[ 定　員 ] 180 名
[ 所在地 ] 福島市黒岩字田部屋 53-5

　事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度に
関する説明会を開催します。
　多くの事業所の方に関係のある制度ですので、ぜひ
説明会にお越しください（事前予約不要）。

※説明内容は、いずれも同じ内容です。席に限りがあります。

福島市、伊達市、桑折町、国見町、川俣町、福島税務署
【問い合わせ】福島税務署　☎ 534-3121（代表）

消費税の軽減税率制度に関する説明会
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くらしの情報

「心配ごと相談」
   開催日　  11 月 9 日木（※児童相談）

   時　間 　 午前 9 時から正午

   場　所 　 観月台文化センター第 2 和室

   相談員  　主任児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　11 月 21 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

11 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,388 人　（± 0）
　　  男　　    4,505 人　（+4）
     　 女　　    4,883 人　（△ 4）　
　    世帯　  　3,413 世帯（+8）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 29 年 8 月 31 日現在）

　平日木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫ 10 月 12 日、19 日、26 日
　　　　　　　　 11 月 2 日、9 日、16 日、30 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

戸 籍 の 窓 口
8 月 21 日～ 9 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕 生 お め で と う ●　

くらしの情報

●結 婚 お め で と う ●　

月
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

問
社
会
福
祉
法
人
厚
慈
会

☎
５
８
５
‐
５
１
６
１

第
3
回
鹿
島
神
社
例
大

祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

10
月
26
日
木
か
ら
10
月
28
日

土
に
か
け
て
行
わ
れ
る
鹿
島
神

社
例
大
祭
の
様
子
を
撮
影
し
た

写
真
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ

れ
た
作
品
か
ら
後
日
、
最
優
秀

賞（
賞
金
1
万
円
）、優
秀
賞（
賞

金
5
千
円
）
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。

▼
応
募
方
法　

1
人
3
点
ま

で
。
印
刷
し
た
写
真
（
四
切
サ

イ
ズ
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
切
、
Ａ

４
版
）
に
作
品
タ
イ
ト
ル
、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
載

し
た
任
意
の
用
紙
を
添
付
し

て
、
11
月
17
日
金
ま
で
郵
送
に

て
提
出
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
先　

〒
９
６
９
‐

１
７
６
１　

国
見
町
大
字
藤
田

字
南
45
‐
6　

後
藤
写
真
館
内　

鹿
島
神
社
例
大
祭
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
事
務
局　

宛

問
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局

後
藤

☎
０
８
０
‐
１
８
３
５
‐

４
０
０
３

飯田　幸裕さん
佐藤　美幸さん （ 鳥 取 ）

菊地　奏
か な た

汰ちゃん
渉さん　沙織さん （ 滝 山 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

大沼　イトさん 87 （山崎耕谷）

石川　キチさん 96 （ 駅 前 ）

齋藤　　茂さん 90 （ 宮 東 ）

高原　善治さん 69 （ 宮 東 ）

阿部フヨノさん 87 （国見の里）

佐藤　幸作さん 83 （ 第 2 ）

菊地とし子さん 91 （石母田原）

德江　コヨさん 81 （石母田西）

安孫子章一さん 79 （ 泉 田 上 ）

ご協力ありがとうございました
　九州北部豪雨災害支援のため、役場庁舎と観月台文化センター
に募金箱を設置したところ、みなさまからたくさんの募金が寄
せられ、34,023 円が集まりました。募金は日本赤十字社に送られ、
被災地支援に役立てられます。ご協力ありがとうございました。

『
介
護
就
職
デ
イ
』
福

祉
関
係
合
同
面
接
会

　

福
祉
（
介
護
・
看
護
・
保
育
）

関
係
職
種
へ
の
就
職
を
考
え
て

い
る
方
を
対
象
と
し
た
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
所
の
採
用
担
当

者
と
面
接
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
9
日
木
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
1
階
ス
ク
エ
ア
ル
ー
ム

（
福
島
市
）

▼
参
加
事
業
所　

32
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島

☎
５
３
４
‐
４
１
２
４

「
国
見
の
杜
」「
国
見
の

丘
」
内
覧
会

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
国

見
の
里
」
敷
地
内
に
建
設
を
進

め
て
い
た
、
地
域
密
着
型
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
国
見
の

杜
」、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
国

見
の
丘
」
が
竣
工
し
、
11
月
1

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
内
覧

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
29
日
日
・
30
日

九州北部豪雨災害支援募金 衆議院議員総選挙 は 10 月 22 日日です

国政を決める大変重要な選挙です。

みなさん、棄権せずに投票に行きましょう。

　公示日　　　　10 月 10 日火

　投票・開票日　10 月 22 日日

【期日前投票・不在者投票】

投票日当日に都合の悪い方は、公示日の翌日から
期日前投票・不在者投票を行うことができます。
　期間　10 月 11 日水 から 10 月 21 日土 まで
　時間　午前 8 時 30 分から午後 8 時まで
　場所　観月台文化センター　１階　多目的スペース

問国見町選挙管理委員会　☎ 585-2112

日本の未来をつくる
あなたの一票。

　屋内遊び場「くにみももたん広場」は、施設の消防設備工事
のため、次の期間休館します。
　ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

休館の期間

　10 月 11 日水から 10 月 25 日水まで
　  ※ 10 月 26 日木から再開します。

くにみももたん広場  休館のお知らせ

10 月 29 日日から 31 日火までは
ハロウィンデーです。
ぜひ遊びに来てください。

くにみももたん広場ハロウィンデー！
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行事のお知らせ

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

  

大
学
生
と
一
緒
に
模
擬
選
挙
を
体
験
！

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
で
は

8
月
18
日
と
9
月
18
日
の
2
回

に
わ
た
っ
て
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
と
道
の
駅
国
見
あ
つ
か

し
の
郷
で

『
国
見
町

を
も
っ
と

知
ろ
う
』

を
テ
ー
マ

に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

を
開
催

し
、
教
室

生
30
人
が

第
52
回
国
見
町
・
桑
折
町
青
少

年
健
全
育
成
剣
道
大
会

【
団
体
・
小
学
生
】
▼
優
勝　

国
見
町
Ｂ
▼
準
優
勝　

国
見
町

Ｄ
▼
三
位　

国
見
町
Ａ【
団
体
・

中
学
生
】
▼
優
勝　

佑
武
館
Ｂ

▼
準
優
勝　

佑
武
館
Ａ
【
個

人
・
初
級
】
▼
準
優
勝　

村
木

智
洋
【
個
人
・
小
学
生
低
学

年
】
▼
優
勝　

後
藤
絢
▼
準
優

勝　

朝
内
希
美
▼
三
位　

朝
内

佑
光
、
和
泉
亜
依
【
個
人
・
小

学
生
高
学
年
】
▼
優
勝　

松
野

　

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
中
畑
清

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
9
月
20

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
談
形
式
で
行
わ
れ
た
講
演

会
で
は
、
中
畑
さ
ん
が
自
身
の

プ
ロ
野
球
で
の
選
手
時
代
や
監

督
時
代
の
経
験
を
中
心
に
、
笑

い
を
交
え
た
軽
快
な
ト
ー
ク
を

繰
り
広
げ
、
来
場
者
は
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
東
京
２
０
２
０

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

中
畑
清
講
演
会
ｉ
ｎ
国
見

  

ト
ー
ク
も
絶
好
調
！

て
も
開
催
さ
れ
、
来
場
者
全
員

で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
機
運
を

高
め
ま
し
た
。

　

古
典
文
学
講
座「
伊
勢
物
語
」

が
7
月
29
日
、
8
月
12
日
、
9

月
17
日
の
3
回
に
わ
た
っ
て
、

講
座
生
60
名
が
参
加
の
も
と
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
福
島
大
学
人
間

発
達
文
化
学
類
の
井
実
充
史
教

授
を
講
師
に
迎
え
、「
雅
び
を

読
み
解
く
」
と
題
し
て
伊
勢
物

語
を
分
か
り
や
す
く
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。
井
実
教
授

の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
解
説

に
、
講
座
生
か
ら
は
笑
い
が
あ

ふ
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
古
典
文

学
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

解説する井実教授

勇気を出してインタビュー

“ 舌 ” 好調の中畑さん

古
典
文
学
講
座
「
伊
勢
物
語
」

  

雅
び
を
読
み
解
く

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

  

ス
ポ
ー
ツ
の
秋 10 月 10 日 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）

11 日 水 子ども移動図書館（国見小 1 年生）

12 日 木 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

14 日 土 子ども太々神楽教室⑥

子ども和楽器体験教室④

とうほう軟式野球教室

国見っ子わんぱく広場

15 日 日 市町村対抗ソフトボール大会

（国見町チーム出場）

17 日 火 子ども移動図書館（国見小 3 年生）

3 学級合同学習

21 日 土 子ども太々神楽教室⑦

24 日 火 子ども移動図書館（国見小 2 年生）

26 日 木 ブックスタート

子ども移動図書館（国見小１年生）

28 日 土 子ども和楽器体験教室⑤

子ども太々神楽教室⑧

29 日 日 国見町文化祭 ( 芸能発表 )

11 月 3 日 金 町内一周駅伝

国見町文化祭 ( 作品展示 )( ～ 4 日 )

6 日 月 休館日

8 日 水 くにみ女性教室

10 日 金 成人学級

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
桜
の
聖
母
短
期
大
学

と
協
力
し
、
大
学
生
約
１
０
０

人
を
交
え
た
交
流
事
業
。
1
回

目
は
、
実
際
に
道
の
駅
の
来
場

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、

道
の
駅
の
現
状
と
課
題
を
分
析

し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
子
ど
も

目
線
で
の
改
善
計
画
に
つ
い
て

意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。
2
回

目
は
、
そ
の
意
見
を
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
発
表
し
、
よ
り
よ
い
意

見
を
投
票
で
決
定
す
る
模
擬
選

挙
を
実
施
。
模
擬
選
挙
で
は
、

実
際
の
選
挙
で
使
用
す
る
投
票

箱
や
記
載
台
を
使
用
し
、
子
ど

も
た
ち
は
投
票
を
体
験
し
ま
し

た
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
も
次
第
に
打
ち
解

け
、
意
見
発
表
の
際
に
は
、
大

学
生
に
負
け
じ
と
堂
々
と
発
言

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
内
容
は
、
11
月

25
日
に
行
わ
れ
る
教
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
も
発
表
す
る
予
定
で

す
。

国見町文化の祭典！

第 46 回国見町文化祭
【音楽芸能発表会】

◆日時　10 月 29 日日　開場：午前 9 時
　　　　　　　　　　　開会式：午前 9 時 30 分
◆会場　観月台文化センター・ホール

【総合展示会】
◆日時　11 月 3 日金　午前 9 時から
　　　　　　　　　  　午後 4 時 30 分
       　      11 月 4 日土　午前 9 時から
　　　　  　　　　　　午後 3 時 30 分
◆会場　観月台文化センター・体育館　ほか

投票にドキドキ

11 月 3 日金・祝　午前 9 時スタート

◆上野台運動公園総合運動場
スタート・ゴール　8 区間　19.0km
　1 区 2.1km（石母田）・2 区 3.1km（小坂）・
　3 区 2.4km（観月台）・4 区 1.8km（JASC: 女
　子区間）・5 区 2.3km（森江野）・6 区 2.3km（大
　枝）7 区 2.7km（大木戸）・8 区 2.3km（上野台）

◆申込み期限　10 月 12 日木まで
　コース図・申込用紙は観月台文化センター窓
口で配布しています。参加資格は中学生以上で
地区単位や町内職域等でチームを編成して申込
みください。詳しくは、問い合わせください。

問生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676

～団結力でつなぐ　国見の復興・絆のタスキ～

第 41 回国見町内一周駅伝競走大会
出場チーム大募集！！

今年もよろしく
お願いします！

陽
斗
▼
準
優
勝　

加
藤
駿
介
▼

三
位　

村
木
知
温
【
個
人
・
中

学
生
】
▼
優
勝　

渡
辺
旭
▼
準

優
勝　

松
野
千
夏
▼
三
位　

佐

藤
大
斗
、
八
島
蓮

第
36
回
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大

会【剣
道
団
体
】
▼
優
勝　

佑
武

館
【
剣
道
個
人
・
6
段
以
上
】

▼
優
勝　

朝
内
尚
光
▼
準
優
勝　

奥
寺
良
【
剣
道
個
人
・
5
段
以

下
】
▼
準
優
勝　

氏
家
鉄
太
郎

▼
三
位　

桵
澤
英
生
【
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
団
体
】
▼
三
位　

く
に
み
Ａ
チ
ー
ム
【
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
個
人
】
▼
優
勝　

菊

地
洋
【
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
個
人
】

▼
三
位　

高
村
和
子

白熱した試合を展開
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

　今年も多くの人にご来場いた
だいた義経まつり。私もカメラ
と脚立を持って会場を駆け回り
ました。撮影した写真を確認し
てみると2000枚超。撮りすぎ？
否、それほどカメラに収めたく
なるシーンが満載の魅力的なお
祭りだったということですね。
� （Y.T）

あ と が き

カレンダー
くにみ10月

国見町ラヂオ課ももたんFM高橋眞子です。すっかり
季節は秋になりました。そして、改編の秋。「ももたん
FM」でも、これまでラジオ課の広報担当だった鈴木美
貴子さんが9月29日の放送で卒業となりました。
半年間、そばでいろいろ教えていただきました。取材
の仕方や、番組の進行、古賀課長の扱い方まで、丁寧
に指導いただき感謝です。

そして、恐れ多くも、その鈴木さんの後に、私、高橋
がこのラジオ課の広報担当に着任いたします。「新人
だから」と甘えることなく、しっかり国見町をレポート
していきます。これから国見町を細かく歩き回ります。
国見町の皆様、これからも引き続き「ラジオ課ももた
んFM」をよろし
くお願いします。
毎週金曜午前
10時。道の駅国
見あつかしの郷
から生放送中。
これから、楽し
みです。

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp

日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14

・広報くにみ
10月号発行日

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午前10 時～）

・国見っ子わんぱく
広場

・とうほう軟式野球
教室

・歴まちシンポジウム

15 16 17 18 19 20 21
・市町村対抗ソフト

ボール大会
（vs磐梯町）

・いきいきサロン
山崎（午前11時～）
泉田下（午後1時半～）

・3学級合同学習
・障がい者相談
・いきいきサロン

德北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午前10時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
（行政相談）

・いきいきサロン
第2（午前10時～）

・いきいきサロン
大木戸（午前11時～）

・国見小学校学習
発表会

22 23 24 25 26 27 28
・衆議院選挙投票日
・県北中学校柏葉祭

・いきいきサロン
板橋・板橋南

（午前10 時～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・乳幼児健診
3・9 か月

・いきいきサロン
大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

29 30 31 11/1 11/2 11/3 11/4
・小型家電リサイクル

特別回収日（午前
8時半～午後5時）

・国見町文化祭
（芸能発表）

・いきいきサロン
高城（午前11時～）

・税金等納期限
町県民税
国民健康保険税
後期高齢者医療
保険料
介護保険料

・粗大ごみ収集日
・くにみっ子まつり
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
塚野目（午前10時～）

文化の日
・町内一周駅伝大会
・国見町文化祭
（作品展示）

・国見町文化祭
（作品展示）

11/5 11/6 11/7 11/8 11/9 11/10 11/11
・観月台文化セン

ター休館日
・いきいきサロン

川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン

第3（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
（児童相談）

・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・広報くにみ
11月号発行日

・成人学級
・いきいきサロン

第4（午前10時～）
第8・第9

（午後1時半～）

・くにみ産業祭
（～12日）


